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専門：感染症実地疫学（FETP-Japan 6th cohort）
対応：山口県内の医療機関での院内感染調査

2004年秋に発生した東北・北陸での原因
不明の急性脳症調査

受賞：第67回日本公衆衛生学会奨励賞（2008年）
書籍：みんなの保健計画策定マニュアル（医学書院）

アウトブレイクの危機管理（医学書院）
ＳＡＲＳ感染対策（メディカ出版）
新型インフルエンザ（健康危機管理の理論
と実際）（東海大学出版会）
新型インフルエンザ（A/H1N1）（中央法規）

いずれも分担執筆
趣味：ラーメン、焼肉、中国茶、映画、クラシック音楽



2011年3月28日 福島県郡山市ビッグパレットに
て線量測定作業に従事中の写真



釧路保健所管内の状況（１市６町１村）

人口
北海道 約５４０万人(65歳以上人口割合26.8％)

釧路保健所管内 約２４万人(同29.0％)

http://blogs.yahoo.co.jp/babacyan2006/GALLERY/show_image.html?id=61399434&no=2
http://blogs.yahoo.co.jp/babacyan2006/GALLERY/show_image.html?id=61399434&no=2




高齢者保健・医療・福祉の歴史

昭和38年 老人福祉法制定

昭和57年 老人保健法制定

平成元年 ゴールドプラン制定

平成2年 老人福祉法（一部改正）

平成7年 新ゴールドプラン策定

平成12年 介護保険制度実施

平成23年 介護保険制度（一部改正）

地域包括ケアシステムの実現



認知症高齢者の現状
○満65歳以上の高齢者について、認知症有病率推定値15％、認知症有病者数約439万人と推計。
○ＭＣＩの有病率推計値１３％、ＭＣＩ有病者数約３８０万人と推計。
＊ＭＣＩ＝正常でもない、認知症でもない（正常と認知症の中間）状態の者

約280万人

約160万人

約380万人

65歳以上高齢者人口2,874万人

健常者

介護保険制度を利用している認知
症高齢者
（日常生活自立度Ⅱ以上）

日常生活自立度Ⅰ又は
要介護認定を受けていない人

ＭＣＩの人
（正常と認知症の中間の人）

アルツハイマー病については、約20年前から
原因蛋白が蓄積され始める

出典：「認知症高齢者の日常生活自立支援度Ⅱ以上の
高齢者数について」（H24.8 公表）引用

認知症８００万人時代





平成２４年６月～厚生労働省認知症施策検討プロジェクトチーム

×「認知症の人は、精神科や施設を利用せざる
を得ない」

→「認知症になっても本人の意思が尊重され、で
きる限り住み慣れた地域のよい環境で暮ら
し続けることができる社会」





あ

ぼけた人の命を守ってください
～釧路のSOSネットワークづくりへ



釧路地域SOSネットワークの歴史

平成２年４月のある朝、家族会会員の母親（７９歳）
がいつものようにゴミ出しに出たまま帰らず、４日後
に遺体で発見された。

○１日目･･・家族や近所で捜索。警察に届け出たが
「家出人」の扱いでの捜索

○２日目・・・手がかりなし
○３日目・・・地元新聞２紙に「尋ね人」広告を出した
○４日目・・・自宅から３キロ離れた市街地の外れで

発見（死因：疲労・寒さによる心不全）



釧路地域SOSネットワークの歴史

限りある情報をつなげて見ると・・・
○２日目
・自宅から２キロ離れた自動車部品会社の横でうずく
まってるのを目撃されていた。会社のトイレを借りた
が、なかなか出てこず心配した職員が声をかけて
いた。
・会社から１キロ離れたバス停で座り込んでいる姿を
見た近くの店の主人が目撃していた。
○３日目
・新聞の「尋ね人」広告を見た自動車部品会社から連絡
を受けた警察が捜索開始。





平成２年 会員の家族の徘徊死後、各方面に徘徊
高齢者と家族への支援を要望

平成４年 ＳＯＳネットワークについて、警察・保健所・
3月 たんぽぽの会が初会合
9月 釧路保健所主催「老人精神保健相談指導

事業連絡会議」（ＳＯＳネットワークの土台となる）

釧路地域SOSネットワークの歴史



釧路地域SOSネットワークの歴史

平成６年４月 全国で初めてSOSネットワーク発足
平成７年４月 管内全市町村で活動開始
平成15年 北海道個人情報保護条例
平成１５年５月 １０年の検証調査（高齢者痴呆介護

研究東京センターと協働）
平成２０年１月 子ども・障がい児（者）の捜索に活用
平成２３年５月 北海道「徘徊・見守りSOSネットワー

ク再構築の考え方」
＊市町村における取組み拡大、促進

平成２４年８月 北海道個人情報保護条例除外規定適応
平成２５年９月 創設２０周年記念事業
平成２６年６月 国会議員・厚生労働省（視察）
平成２６年７月 管内漁業協働組合が関係機関追加

（道内初）



ＳＯＳ
ネットワーク



釧路地域SOSネットワーク２０周年記念事業



国会議員
厚生労働省
視察

H26.6.26



釧路地区障害老人を支える会
（たんぽぽの会）

認知症の方を支える家族の声
• 「毎日のように出て行く本人を見ていくのが限
界になりました。今は、自分がうつ病の治療のた
めに、精神科に通っています。」

• 「これまで８回、ネットワークを利用しました。
自分が探している中、ラジオで流れたり、警察
の人が動いている姿をみて、心強くなりました。」

◇ 家族だけで抱える事がないよう、抜本的な
取り組みをお願いしたいと思います。



釧路ヤクルト販売株式会社

• 白い包帯を指に巻いたお年寄りが、小学校
のドアを開けようとしていました。

• 様子が変だなと思い、ＦＭくしろに連絡し、
警察にも確認したところ、捜索中のお年寄り
だということがわかりました。



釧路地域の特徴
・広大な湿原

・海と山に囲まれた地形

・濃霧の発生、冷涼な気候

・朝夕の寒暖差が激しい

・秋～冬の時期に所在不明になれば、

生命の危険性が大きい

・最近では、自動車やJRを使用した行方不明者も



釧路地域ＳＯＳネットワークの目的
○背 景

・高齢社会の到来、社会環境の変化により、認知症の人の所在不明

事例の増加が危惧される。

○目 的
（１）関係協力機関相互の連携を強化し、

家族等への普及啓発に努める。

（２）保護情報を一元化し、速やかに認知症の人
の保護と再発防止を図る。



現在の捜索の仕組み
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北海道個人情報保護条例第８条（３）に基づき、人命保護のため、
認知症・高齢者の情報は市町村に提供することを説明する。



平成６年から平成２６年までの利用推移

平成６年～平成２６年まで
（２１年間）

利用件数：６８６名

介護保険法
（施行）

個人情報保護法
（施行）

例外規定
（適応）
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平成25年 発見者内訳

死亡発見、未発見を除く53件

・警察官が発見する割合は３２％。市民の目撃情報が、警察に寄せられ、
発見するケースもある。

・通行人や関係協力機関の発見も３割程度ある。



あ

行方不明の実態と家族

10年の検証で見えてきたこと



SOSネットワーク10年の検証調査
(2003年5～8月200例の事例分析と聞き取り調査)
高齢者認知症介護研究・研修東京センターとの協働事業

◇データー分析～行方不明は認知症の初期から

・物忘れは年のせい・・・・・・・・・・・・・41％

・2回以上の保護 ・・・・・・・・・・・・32％

・家族が専門職に出会うのは、徘徊がピークか終息のころ

・生命の危険と隣り合わせ・・・適切な支援が早い段階から必要

・不明にいたる誘因・・・ストレス→不安や混乱・パニック

背景～思い出せない、家が分からない、家族との諍い、転居、認認介護で

の対応の遅れ、認知症の一人暮らしなど

◇聴き取りから

・家族の生活が心身ともにボロボロ

・家族間・親族・近所・職場などの関係性の崩れ

・死亡・未発見の場合、消すことのできないトラウマ



家族の心の傷と地域の支え

体験した介護者の声

・SOSネットワークに「匿名」を希望した心境

「家族の間で“死んでしまうかも知れない”と思う反面、(世間に)恥ずかしい、

(本人も世間にさらされて)かわいそうという思いが先立った」

背景～警察＝犯罪というイメージの強さ・認知症へのマイナーなイメージ

理解が十分でない社会の現状

・ネットワーク利用時の担当者の何気ない言葉に深く傷つく家族

・何度も派出所に行くことになっても警察官の温かい対応に、限界と思った

在宅介護を「もう少し続けてみよう」と思い返した家族

地域の支え

・介護保険サービスに組織的にも実質的にもつながっていないこと

・認知症を隠さないことで、地域の見守りに支えられている

認知症の人と家族の日々の暮らしの生き難さと地域の現状が浮き彫りに

医療と福祉の領域を超えたまちの中のネットワークが地域生活を支える



再構築に向けた北海道の考え方

（１）経 過

平成８年５月１３日 北海道保健環境部長通知（保健第２５０号）

・道立保健所長及び市立保健所を設置する市長に対して、同シス

テム構築の要請を行い、平成１１年中には道内すべての圏域で

システム構築を図ること。

平成２３年５月１３日 北海道保健環境部長通知（高福第３２５号）

「徘徊・見守りＳＯＳネットワーク再構築の考え方」

・現行システムの見直し、より効率的で効果的に徘徊する認知症の人

の速やかな発見と保護を図る。

・日常の中で見守り支え合いを促進し、家族の安心感も高めることで

誰もが安心して暮らすことができるまちづくりの促進を図る。

認知症高齢者の増加
介護保険スタート

行政区画や組織の再編 等



（２）現状と課題

ア 高齢化の進行に伴って認知症高齢者は確実に増加してお
り、それに伴って徘徊し行方不明になる人も増えていく
と見込まれ、地域で暮らす高齢者やその家族にとって大
きな不安となっている。

イ 平成１１年までに、道内すべての圏域においてシステム
が構築されたが、介護保険制度の導入、関係諸制度の見
直し、道本庁、保健所、市町村の役割等が大きく変わ
り、現行のシステムが求められる機能を十分に発揮でき
ない。

ウ 関係機関がそれぞれがもつ機能に応じた役割分担と連携
の在り方を改めて明確にするとともに、広く住民も参加
する「地域密着型」 のネットワークに再構築する必要
がある。



（３）関係機関の役割について

○医療機関
疾患の診断・治療及び悪化防止の適切なアドバイス

○北海道警察
行方不明者の捜索にあたる機関

○市町村
住民に最も身近な自治体として地域ＳＯＳネッ
トワークの中心機関
＊市町村独自にネットワークを構築すること

○保健所
中、広域的ネットワークの構築

○道保健福祉部（道本庁）
広域支援



北海道の徘徊・見守りＳＯＳネットワークシステム再構築イメージ

（新）北海道徘徊・見守りＳＯＳネットワーク推進会議

◇外部委員と複数ブロックの連絡会議事務局長で構成

（事務局：高齢者保健福祉課、年１回以上開催）

◆全国・全道の情報収集・分析及び情報提供

◆広域的支援

（改）○○地域徘徊・見守りＳＯＳネットワーク連絡会議

◇保健所・社会福祉課、警察、市町村、社協等で構成

（事務局:保健所、年１回以上開催）

◆市町村ネットワークのネットワーク（中・広域調整及び支援等）

◆情報の収集・分析及び共有

（新）○○市徘徊・見守りＳＯＳネットワーク推進
会議

◇ネットワークの構築

（事務局:市町村、社協、地域包括、・・・）

◆普及啓発

◆徘徊・見守り協力員（認知症サポーター等）の養成

◆徘徊模擬訓練の実施 など

（改）○○町徘徊・見
守りＳＯＳネットワーク
推進会議

（新）○○市徘徊・見
守りＳＯＳネットワーク
推進会議

（既）○○村徘徊・見
守りＳＯＳネットワーク
推進会議

（改）○○地域徘徊・ＳＯＳネットワーク連
絡会議



地域のあるべき姿は…？

認知症になっても安心・安
全に外出しながら暮らせる

地域づくり

行方不明者を未然に防ぐ 行方不明者の早期発見

いざというときに迅速に

つながって動くネットワーク
づくり

普段から見守り・支え合う
ネットワークづくり

ネットワークの
網の目を細かく
するために
は？

個人情報の
取り扱いを
どうする
か？

他機関との
連携は？

地域の
強みは？



行方不明の危険のある高齢者の支援
～予防体制の構築に向けて～

二三

三次予防二次予防一次予防

自宅～ご近所 町 広域

○本人の安心
○介護者・ご
近所の認知
症の理解

○安心して出歩ける
町や支援の構築

○SOSネットワークの構築
・早く探す
・安全に助かる

NPOシルバー総合研究所 Hｐより抜粋

三次予防

有事の捜索だけではない
普段の見守りをこの地域でどのようにしていくか？



１ 死亡事例から

担当CMからの声
「家族はシステムの存在を知っていながらも迷惑を
かけるのではないかと考えていた。家族は冷静に
判断出来ていなかった」
「冷静に判断できる周囲の人が、出来るだけ早く警
察に連絡できていれば良かった」

→家族が助けを求めることに悩む誤解や偏見、地
域の理解の必要性

システムを利用した事例からの分析①



２ 頻回事例から

・２～３ヶ月の間に複数回徘徊し、同居する妻が通報。
警察に発見されている事例。

→ある日、突然、帰り道がわからなくなる等、対応の困
難さ故、家族が疲弊していく。
警察から市町村への情報の流れはどうか？
アフタ－ケアの体制はどうなのか？

システムを利用した事例からの分析②



３ 未診断事例から
・診断名は脳梗塞のみ（認知症は未診断）
繰り返し徘徊する事例があった。

→家族が認知症に気がついていない例？
早期発見・診断の必要性

４ 独居高齢者の事例から
・独居高齢者または老老介護。
・遠方の家族からの通報により、システムが
活用されている。

→家族だけでは支えられない。
地域の理解と支援体制の整備の必要性

システムを利用した事例からの分析③



関係者会議での意見①

１ 情報の流れについて
・市町村～「保健所が報告する件数」と「警察から情報がく

る件数」が異なる。
「情報がないと本人や家族への対応も難しい」

・警 察～「必要なケースは流している」
→情報を流す基準が不明確なのではないか？
警察としても、根拠がない中での情報を流しにくい？

２ これからの取り組みについて
・家族会～「これからの町づくりは、地域住民の力が必要と

いう事がわかってきた。」
「システムを使っていない家族からの徘徊の相談も多い」

・警察～「親切な市民は沢山いる、市民の見守りは大切」
→住民を巻き込んだ取り組みの確認
→システムを使わない徘徊事例の実態があることを再認識



関係者会議での意見②

３ 普及啓発の必要性について
・市町村～家族が本人の認知症を認められない場合も多い。
・警察～家族から早期の届出が、早期の発見の鍵。

→「認知症とは？徘徊とは？SOSネットワークとは？」等、
それぞれをテーマにした講演会実施

→継続した認知症サポーターの養成の実施と活用方法の検討

◎地域のあるべき姿を共有◎
・徘徊による死亡者ゼロを目指す。
・そのため、一般住民への認知症の理解に向けた普及啓発を
行い、安心して徘徊できる見守り体制を作っていこう!

各市町村で実施する「推進会議」の実施促進



改正点（１） 平成２４年８月～

○市町村への情報提供について

・「６５歳以上の高齢者」、「６５歳未満の認知症の疑いが
ある者」は、すべての情報を市町村に流す。

→（釧路警察署、道法制文書課との協議した後）
北海道個人情報保護条例第８条（３）例外規定に該当

平成２６年９月１９日付 老発０９１９第４号 厚生労働省保健局
「今後の認知症等の行方不明・身元不明に対する自治体の取組みの在り方」

に明記された。



改正点（２） 平成２６年４月～

○事務局、関係協力機関の拡充

・事務局構成機関に「方面本部」を追加。
→広域捜索に効果を発揮

・関係協力機関に「漁業協同組合」を追加。
→早朝の捜索、沿岸部の捜索に効果を発揮することが期待される。





釧路保健所管内関係機関の取り組み紹介



釧路警察署 捜索時の流れ

徘
徊
行
方
不
明
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生

家
族

管内警察署
↑↓
交番

届
出

ＳＯＳネットワークについて説明
ＦＭくしろ、ハイヤー協会
トラック協会、漁業協同組合
に情報提供の同意を確認

無線
手配
・
捜索

・ 家族から、顔写真の提
供を受け、捜索する場合
もある。



H26.10.27（月） 釧路新聞（朝刊より）



釧路町地域包括支援ネットワーク（Ｈ21から稼動）

住民を交えた認知症高齢者等捜索体制
～釧路町～

釧路町ＳＯＳ
ネットワークの
位置づけ



１．事前登録制度

支援
体制

警察

消防

民生
委員

町内
会

老人
ｸﾗﾌﾞ

ボラン
ティア

役場

• 釧路町では、行方不明になった場
合でも早期に発見できるように、事
前登録制度を独自に実施しており
ます。

• 登録時の申請情報などの情報を
左図のうち、希望する機関に提供
し、初動捜索に役立てています。

• 捜索のみならず日頃からの見守り
支援も兼ねており、地域全体で支
える仕組みづくりとなっております
。

① 氏名、性別、生年月日、住所、電話番号

② 身体の特徴
（身長・体重・体型・義歯・頭髪・眼鏡）

③ 過去の行方不明歴
④ 出身地、職業歴、外出先、趣味・特技等
⑤ かかりつけ医療機関（病歴・内服薬等）
⑥ 要介護認定 （担当ＣＭなど）
⑦ 家族構成図（同居家族等）
⑧ 捜索時の防災無線使用の希望
⑨ 見守り支援の希望
⑩ 本人の顔・全身写真

情報提供する項目

行方不明時の捜索協力機関
平常時の見守り支援機関等

現在の登録者数 １０名
これまでの延べ登録者数 １９名

情報
提供



２．捜索模擬訓練

釧路町では、平成２１年度か
ら各年度１回ずつ捜索模擬
訓練を開催しています。警察、
消防等関係機関や地域住民
を交えて模擬訓練を体験し、
実際の捜索に役立てるととも
に、ＳＯＳネットワークの普及
啓発に努めています。

訓練前に声かけの仕方をは
じめとして、認知症高齢者へ
の接し方などについて説明し
ています。訓練では、実際に
街中を歩いている人に声を
かけたり、家の軒先などを探
したりしながら、本番を想定し
た訓練を実施しています。

準備

•警察・消防・地域の町
内会との打合せを通
して、連携体制の確
認をする。

周知

• ＳＯＳネットワーク登
録団体や関係機関・
一般町民へ訓練等の
周知をする。

訓練

•警察・消防・住民・民
生委員・介護保険事
業所などによる捜索
訓練

啓発

• ＳＯＳネットワークの
取組み、事前登録制
度をなどの普及啓発
を図る。

延べ２０８名の参加



釧路市役所の捜索活動
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（福祉部）
地域福祉課

長

（福祉部）
障がい福祉課

（福祉部）
介護高齢課

（福祉部）
生活福祉事務所

・65才以上の者
・65才未満で、認知症
の診断（もしくはエピソー

ドの記載）がある者

捜
索
活
動

(福祉部)
地域福祉課





地域協力員としてメールアドレスまたはFAX（ファクス）番号を
事前に登録していただきます。
※登録は、福祉保健センター（ほほえみ）で随時受け付けています。

SOSネットワークは、認知症の徘徊等で帰宅が困難に
なった高齢者を、家族の了解のもと、地域・警察・行
政の協力機関が力を合わせて早期発見するネットワー
クシステムです。より多くの目で探すことで、高齢者
を無事に発見することを目指します。

釧路市音別町行政センター
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１ 日常生活の範囲内で周囲を
見回してください。

★例えば★
・自宅の周辺を確認する（庭や物置の
中で休まれていることもあります）

・買い物や散歩など外出時に辺りを
見回す

２ 行方不明者を発見した場合は
警察に連絡をお願いします
（電話 ６－２１５１）

行方不明者が発生した場合…

発生した旨の情報が地域協力員の携帯メールアドレ
スまたはFAX（ファクス）番号に配信されます

情報の配信は、福祉保健セ
ンターより行います。

情報を受けた
地域協力員は…
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○厚岸町～水道メーター検針員と協力

した見守り体制の構築

○浜中町～要援護者支援システムを活

用した見守り

○白糠町～生活協同組合コープさっぽ

ろとの協定

発生時の対応だけではない。

地域での「見守り」をどうするか？？



SOSネットワークは
地域づくり



見えてきたこと

○保健所の強み～広域な体制作り（警察との協力体制）

情報量？

○市町村の強み～同じ町に住む人との繋がり

町に合ったシステム構築
＊一次予防から三次予防まで一体的な取組みをどのように行っ

ていくか？

…広域捜索時の自治体間の連携は？

…ＳＯＳネットワークの事業の位置づけ

…認知症の方を支える医療の問題



地域で安心して老いるために
～ 今 介護家族が願うこと～

認知症の人と家族の声



認知症の人の声

「今、困っていることはないですか」とは診療が
忙しいためか、なかなか聞いてくれない

先の見通しが立たない

不安いっぱい 精神的に支えてほしい

完治する薬がほしい

受診時に医師は・・・

「変わりありませんか」「薬を出しておきましょう」



認知症では早期診断が大切と言われるが、
・本人が病院に行きたがらない
・受診しても画像には出ていないのでわからない
･･･数年経過して中度の認知症と言われる
・かかりつけ医と専門医の連携を
･･･長年のかかりつけ医に相談しても
「お年でしょう。このままに。」
（幻視で混乱があっても）

どこに行けばいい?

～医師さがしから

家族の声



北海道認知症疾患医療センター
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ご静聴ありがとうございました


